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１ 目的

中学校技術・家庭の「Ｄ情報に関する技術」には「プログ

ラムによる計測・制御」の学習があります。この学習教材と

して鈴木教育ソフト社から「キューブカート２（約4000円）」

が販売されております。学習指導案、ワークシートや作動さ

せるためのプログラムがWebに公開されています。マイコンが

搭載されており、プログラムを本体に転送して記憶させてから作動さ

せることができます。「コンピュータから直接操作することができれ

ば、もっと楽しいのではないか」と考えて作成したソフトです。

Wiiリモコン（任天堂社製「Wii」のコントローラ）は、３軸重力セ

ンサー、11ボタンのOn/Off、赤外線センサー、バイブレーション機能、スピーカを兼ね備

えたBluetooth機器です。これだけ性能がてんこ盛りにもかかわらず、安価（約4000円）

で購入することができます。

今回は、WiimoteLib.dllと当センターで開発したソフトウェアを使って、Wiiリモコン

をセンターとインタフェースとして使いキューブカート２をコンピュータで直接制御する

方法を紹介いたします。

２ 準備物

(1) キューブカート２（約4000円）

(2) Wiiリモコン （約4000円）

(3) Bluetooth受信機 （約1500円 内蔵しているコンピュータもあります）

(4) 利用ソフト （無料）

↑ダウンロード方法

http://www1.iwate-ed.jp/ からダウンロードしてください。

３ ソフトの内容

コンピュータで制御される機器は

センサ ：計測する機器

コンピュータ ：計測された情報を元に判断し、命令を出す

アクチュエータ：命令に従って機械的な仕事をする部分

インタフェース：コンピュータの入出力装置、信号の変換を行う

今回は、「アクチュエータ」としてキューブカート２、「センサー、インタフェース」

としてWiiリモコンを用いることを提案いたします。

センサ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → コンピュータ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → アクチュエータ
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ソフトと学習する内容は次のとおりです

(1) Wiiリモコンをセンサ・インターフェースとして使う

センサ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → コンピュータ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → アクチュエータ

(2) キューブカート２をWiiリモコンで動かす

センサ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → コンピュータ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → アクチュエータ

(3) キューブカート２をWiiリモコンでプログラムして動かす

センサ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → コンピュータ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → アクチュエータ

(プログラム)

(4) キューブカート２をWiiリモコン赤外線センサで動かす

センサ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → コンピュータ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → アクチュエータ

赤外線センサ

(5) キューブカート２をWiiリモコン２台で動かす

センサ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → コンピュータ → ｲﾝﾀﾌｪｰｽ → アクチュエータ

重力センサ
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